
  

 

 

 

 

 

 

  
できない？ 

校 長  小 崎 伸 人 
 

 村上春樹が好きで、大学時代から読みふけっています。その頃は「ノルウェイの森」がベストセラーとな

り、へそ曲がりな自分は、その作品を随分と時間が経ってから読みました。大学生が主人公であっため、や

はり大学時代に読んでおけば良かったかなと思う反面、大学と言うモラトリアム期間(社会に出るまでの猶

予期間)ではなく、大人になってから「読んで良かった」と相反する感情があります。何度も読み返してい

るのが「国境の南 太陽の西」という作品ですが、読むたびに違った感想を持ちます。きっとそれは読む側

のその時々の感情がそうさせているのではないかと分析しています。 

 

 毎年、ノーベル文学賞の候補にあげられていますが、私自身としてはそこに興味はなく、ただ単純に春樹

の作品を読みたいという気持ちだけです。そして、春樹が２００９年にイスラエルのエルサレム文学賞を受

賞した時には次のようなスピーチを残しています。 

「（前略）もしここに硬い大きな壁があり、そこにぶつかって割れる卵があったとしたら、私は常に卵の

側に立ちます。（中略）我々はみんな多かれ少なかれ、それぞれにひとつの卵なのだと。かけがえのないひ

とつの魂と、それをくるむ脆い殻を持った卵なのだと。私もそうだし、あなた方もそうです。そして我々は

みんな多かれ少なかれ、それぞれにとっての硬い大きな壁に直面しているのです。（後略）」 

 

これは、いわゆる政治というシステムを暗に批判した言葉なのですが、今、この言葉が再び心を支配する

ことが多くなりました。３年経っても落ち着く気配を見せない今の状況下ですが、生徒たちは不満を言葉に

することなく(きっと心の中ではあるのでしょうが)、制限された中でもやるべきこと、やりたいことに取り

組む姿があります。そんなけなげともいえる様子に感動するとともに、心の成長のために何かできることが

無いか、どこまでできるかを問う日々です。そんな中で行ったのが野付中学校合唱発表会でした。 

コロナと言う得体も知れず、見ることもできない大きな壁に立ち向かうには知恵と覚悟を必要としてい

ます。これは子どもたちだけではなく、私たち教師、保護者や皆さんにとっても同様です。 

 

合唱発表後のアンケートでは多くの温かい言葉とご助言を頂きました。参加してくれた小学生からもま

た中学生への憧れや、中学校への希望の言葉が多く書かれていました。実施することができて本当に良かっ

たと思っています。町内的な行事がほとんど中止のまま３年間を過ごした 3 年生にとっても、別海町の新し

く素晴らしい施設で合唱する経験ができたことに喜びを感じます。 

そして、先ほどの春樹の受賞スピーチには次の一節もありました。 

「我々にはとても勝ち目はないように見えます。壁はあまりにも高く硬く、そして冷ややかです。もし

我々に勝ち目のようなものがあるとしたら、それは我々が自らの、そして、お互いの魂のかけがえのなさを

信じ、その温かみを寄せ合わせることから生まれてくるものでしかありません。」 

 

野付中学校に関係するすべての人たちが、温かな魂を寄せ合い、生徒たちが巣立った後、大きな壁に立ち

向かうために何ができるかを自問自答し、仲間と協力し合い壁を乗り越えていく、そんな逞しい姿の大人に

なることを強く願っています。 

暦上、師走となります。年度の残り日数も少なくなりました。生徒たちと共に走り続けたいと思います。 

発行者  

野付中学校 校長 小 崎 伸 人 

ブログ https://betsukai.ed.jp/school/snotuke/ 
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みんな、野付の子 
さぁ、つながろう！ 

◇あいさつのできる子 ◇ルールや約束を守る子 

◇思いやりのある子    ◇失敗を恐れず挑戦する子 

 

別海町立野付中学校 学校便り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行  事  等 日 曜 行  事  等 

1 木 生と性の学習（２年） 鮭とホタテの調理実習（１年） 17 土 週休日 

2 金 学力テスト（３年） まわしよみ新聞（２年） 白鳥号 18 日 週休日 

3 土 週休日 数学検定① スケートペンキ塗り作業 19 月 スマホ安全教室 

4 日 週休日  20 火 集金日 

5 月  21 水 ねぎぼうず ALT来校 

6 火 朝会A 校内授業研 部活動休止日 22 木 大掃除 

7 水 ALT来校 23 金 ２学期終業集会 職員会議 部活動休止日 

8 木 生と性の学習（３年） 二者面談開始（１・２年） 24 土 週休日      冬季休業（～1/16まで） 

9 金  25 日 週休日 

10 土 週休日 26 月 第38回道新杯北海道中学選抜卓球 

11 日 週休日 27 火  

12 月  28 水  

13 火 朝会B 委員会 29 木 年末休業 学校閉庁日 

14 水 会議日課 貯金日 ALT来校 部活動休止日 30 金 年末休業 学校閉庁日 

15 木 SC来校 31 土 年末休業 学校閉庁日 

16 金 白鳥号  

11/8（火） 後期生徒総会 

 本校の生徒会は生徒会書記局を中心に、生活、学芸、保体、放送の４

つの委員会で構成されており、当日は、局と各委員会から後期の活動方

針と活動計画について提案されました。質疑応答の場面では、質問や意

見・要望が積極的にたくさん出され、自分たちの学校生活を自分たちで

過ごしやすくしようと全校生徒の真剣な思いの伝わる生徒総会でした。 

11/２（水） 防犯安全教室 

今年度も中標津警察署生活安全課から講師をお招きし、防犯安全教室

を実施しました。普段何気なく利用しているSNSから自分の住んでいる

地域が特定されたり、ネットトラブルにつながったりと、今ではスマホ

社会となった日常生活の中に様々な危険が潜んでいることを改めて確認

しました。また、ラインによるいじめについて注意喚起をされました。 

～学校評価アンケートのお願い～ 

11月28日（月）に学校評価アンケートについての

文書を配布しております。ご多忙の中、大変恐れいり

ますが、12月６日（月）までにご回答くださるよう

ご協力の程よろしくお願いいたします。 

1２月の行事予定 

11/10（木） ２年生 北方少年少女塾 ～北方領土学習～ 

北方少年少女塾とは元島民や返還運動に関わってきた方々の高齢化が進

む中、若い世代に北方領土に関する知識や理解を深めようと根室市が推進

している事業です。当日は手配していただいた貸し切りバスで納沙布岬へ

向かい、北方領土を眺めた後、北方資料館にてガイドによる説明を受けま

した。その後、北方四島交流センターへ移動し、お弁当をご馳走になり、

午後からは北方領土の歴史的経緯について講話をいただきました。 

１１月の各種大会結果 

◆テルイ杯管内新人戦卓球大会 １１月３日（木） 

男子団体戦：優勝 男子個人戦４位 Y・Kさん 

◆管内秋季バレーボール大会 １１月１２日（土） 

別海中央中との合同チームで出場 ３位 

 

11/9（水）の授業参観日では、多数の保護者様にご参観 
いただきました。ありがとうございました！ 


